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　クボタは、新経営理念・行動憲章の制定に伴い、従来の地球環境憲章を改訂しました。クボタグループとして地球環境保

全を事業経営の最重要課題と位置づけ積極的に推進していきます。�

　クボタグループは、地球規模で持続的な発展が可能な社会の実現を目指し、
地球環境・地域環境の保全に配慮した企業活動を行います。�

① 法令を遵守するとともに、自主的に具体的な目標を定め推進します。�

② 製品開発、生産、販売、物流、サービスなど企業活動のすべての段階で推進します。�

③ 取引先企業においても、環境保全活動への理解と協力を率先して推進します。�

① 環境マネジメントシステムを導入し、日常の業務に組み込み推進します。�

② 環境管理活動のＰ・Ｄ・Ｃ・Ａサイクルが機能していることを自主的に監査し、常に高い目標に挑戦します。�

③ 環境に関する啓発・教育活動を推進し、環境意識の向上を図ります。�

1. クボタグループは、すべての企業活動において環境保全に取り組みます。�

① 企業市民として、地域の環境美化・環境啓発活動に参画します。�

② 公害の未然防止など地域の環境保全に留意した事業活動に努めます。�

2. クボタグループは、地域社会との共生を図る環境保全に努めます。�

① 環境アセスメントを実施し、環境リスクの低減を図り環境汚染の未然防止に努めます。�

② 地球温暖化の防止、循環型社会の形成、有害化学物質の削減等の環境問題の解決に努めます。�

3. クボタグループは、環境保全に計画的に取り組みます。�

4. クボタグループは、環境管理を徹底します。�

① 環境情報をステークホルダーに対して速やかに、わかりやすく発信します。�

② ステークホルダーから、広く環境情報を収集し環境保全活動の見直しを行います。�

5. クボタグループは、環境コミュニケーションを積極的に推進します。�
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持続可能な�
社　会�

ゼロ・エミッション、�

産業廃棄物の削減、�

リサイクル製品品目の拡大、�

リサイクル材料使用率の向上、他�

循環型社会の形成�

省エネルギー、�

化石燃料からの転換、�

自然エネルギーの利用拡大、�

製品重量の低減、�

製品の使用段階での�

エネルギー使用量の低減、他�

地球温暖化の防止�

化学物質使用量の削減、�

代替物質の開発・利用、�

無害化の促進、�

地域環境の保全（公害防止）、他�

有害化学物質の削減�

廃棄物�

廃棄物�

都市ごみ�

排水�

環境マネジメントシステム�

環境コミュニケーション�

　環境と経済が調和し、持続可能な社会の構築を目指す当社の環境経営の基本方向を次のように定め、基本方向を実

行していくための具体的な環境保全中期計画（P43～44）を策定し、鋭意推進しています。�

●　事業活動と環境とのかかわり�

生産�

地球温暖化の防止�

循環型社会の形成�

有害化学物質の削減�

廃棄� 使用�

・下水処理プラント�
・下水汚泥焼却プラント�
・浄水プラント�
・ポンプ　　他�

・エンジン ⇒ 低NOx化�

・農業機械 ⇒ 食の確保�

・ダクタイル鉄管・合成管 �
    ⇒ 上水の安定供給�

・モーダルシフト�
・梱包改善�

・液中膜�
・廃棄物破砕・選別�
・リサイクルプラント�
・バイオマス資源化プラント�
　　　　　　　　　　　　他�

・農業機械・エンジン�
・建設機械�
・自動販売機　他�

・ダクタイル鉄管�
・合成管・鋼管�
・産業用鋳物素材　他�

物流改善�

リユース・リサイクル�

水・環境・インフラ事業�機　械　事　業�

水・環境・インフラ事業�


